
オンラインでの支援を構築する際、事前に当事者にヒアリングを行ってほしい。 望まない、使えないプログ
ラムでは意味がない。また、パソコンやスマートフォン持ってない人へのサポートについても考慮してほしい。

※次ページ参照

第4回就職氷河期世代支援に係る全国プラットフォーム 配布資料

アウトリーチについて

チームに当事者を

広域連携について

アウトリーチには当事者にとり、時に恐怖を感じ、より追い詰められる可能性のある支援であることから、
「ひきこもり状態から引き出すため」に行うのではなく、あくまで「寄り添う人」になることを目的に行ってほしい。

ひきこもり地域支援センターでのチーム結成、ひきこもり支援ステーション事業創設におい
ては、ひきこもり当事者をそのメンバーに必ずいれてほしい。

ひきこもり当事者や家族は、地元の人に知られてしまう恐れから、在住地の相談窓口には行かれないという人
がとても多い。広域での相談、居場所への参加が可能になるように近隣の区市町村で連携してほしい。

オンラインでの支援について

一般社団法人ひきこもりUX会議 林恭子

資料９



●全国から約４００名が参加
●当事者、家族、支援者がそれぞれの立場で、
また一緒にオンラインで対話交流
●３名のひきこもり当事者、１名の家族
のインタビューを配信（UX Storis）

＜参加者の声＞
・新たな繋がりができて良かった。
・色んなひきこもり当事者の意見が聞けて良かった。
・コロナ禍でのオンラインを今後も開催していただ
けると大変有難いです
・全国のみなさんとお話し合いができました。性別
も年齢も立場もさまざまで、多様性を感じました。

オンラインでの交流イベント開催



＜2022/04/21 朝日新聞夕刊＞短時間雇用について

ひきこもりや、これまでに働く場で傷つき、疲弊してきた人
にとり、いきなり一日８時間、週５日で働くことはあまりに
ハードルが高い。

まずは、一日２～３時間、週に２日など、短時間で働くこと
ができれば、就労に至る人はかなりの数に上ると想定さ
れる。

また、短時間雇用の収入でも暮らしていける仕組みがあ
れば、親亡き後もなんとかなるかもしれないと思え、その
安心感からさらに就労に意欲的になることも考えられる。

東久留米市商工会の取り組みは、地元企業、市の福祉
総務課、民間団体とも連携し、当事者の雇用を生み、企
業の人材不足解消にも役立っている。


